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UAV（Unmanned Aerial Vehicle）は、自律飛行が可能な小型無人航空機の総称で、
機体とセンサー（カメラやビデオなど）、機体を誘導する無線コントローラで構成されて
いる。機体の自重が数 kgと軽量で、携帯バッテリーを搭載することで、あらかじめ設
定した飛行ルートを約20 分間フライトすることを可能にしている。センサーは、デジタ
ルカメラやビデオカメラが主流であるが、近赤外線カメラ、マルチスペクトルカメラ、サー
モカメラ、3Dレーザースキャナなど、多様なセンサーの搭載も可能となっている。
UAVの特徴は、機体の大きさが直径約1mとコンパクトなため、場所を選ばす飛行が
可能で災害時に迅速に現場状況を把握できることである。また、斜面や山岳地、橋梁
下など人の立ちいりが困難な場所でも撮影できる。さらに、航空機やヘリコプターを使っ
た空中撮影に比べて低空撮影が可能なため、従来の写真測量に比べて高解像度の画像
により高精度な成果を取得することもできる。このため、現在では災害発生時の状況調
査、構造物の調査・点検、さらにイベントなどの動画やパンフレット用画像取得など、幅
広い分野に活用が広がっている。
本稿の画像は、鹿児島県の桜島を対象としたUAV 撮影の結果である。
本撮影は、火口周辺において山体斜面や河床の堆積土砂の変動状況を把握する目的で
実施した。撮影当日は小雨交じりで風速 6m/s 程度の風が吹くあいにくの天候であった
が、気象が好転した合間を見て計測した。また、撮影に要した時間は、約1時間と短時
間であった。このように、立ち入りができない地域でも悪天候の中で確実に計測でき、
運航の安全性および災害などの緊急時での即応性が高いものであることが分かった。
なお、撮影した画像から以下に示す各種の地形解析図を作成した。

■オルソ画像
撮影画像から生成した標高データを用いて、画像の歪みをなくし
た正射投影画像。地形図や地形解析図ではわかりにくい砂防施設
や植生分布の位置や種別等の判読に広く利用される。
■等高線図
等高線で高さ、等高線の間隔で傾斜、等高線の走向で斜面の向き
を表した画像。等高線の間隔や走向の度合いによって傾斜を視覚
的に把握できる。
■傾斜量図
傾斜の値を明度に対応させて表現した画像。局所的な急傾斜帯

や傾斜変換線などの判読で有効で、谷地形の抽出、斜面の浸食
の違いや表層物質の境界を推定できる。

■陰影図
ある１方向から光をあて陰影を表した画像。照射する光源の方向
によって強調される線構造や面構造が異なるため、特定の方向性
を持つ線状地形を抽出するのに効果的である。
■カラー標高陰影図
標高に合わせて赤から青までの間で連続的に色を変えた標高段彩
図と陰影図を重ねた画像。陰影図と標高段彩図の良い点が合わさ
り、より立体的に地形を把握できる。
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